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達成率
単位

回

冊

人

人

２８年度

25,400

50,000

２９年度

所
管

教育委員会

事業内容
[２９年度]

委託の有無

事業目的

実績

13

24,713

実績

11

25,063

11

25,100

指標の名称

企画展・講座等開催回数

蔵書数

目標値

100.0%

②地域文化の活用と発展

条例・規則

一部委託

(1)池波作品に関する資料の収集・保存
(2)書斎の復元や著作・自筆原稿・絵画等の展示
(3)企画展・文学講座・講演会の開催･文庫報の発行
(4)図録他池波関連書籍及びグッズの販売
(5)時代小説コーナー運営（戦前の貴重本から現代の人気作品まで時代小説に関する資料を収集、公開）

補助金の有無

3

財源項目

(単位：千円)

必要性

長期総合
計画体系

 [基本目標]

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅰ-３．文化が息づく豊かな生活の創出

 [施　　策]

年度

２７年度

展示物を見やすくするため、館内の照明を更新した。

2,978

15,225

600

２７年度

事
務
事
業
の
実
績 925　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

8,832

874

12

平成３０年度　事務事業評価シート

（１）文化の継承と発展

東京都台東区生涯学習センター条例及び同施行規則、東京都台東区立図書館館則根拠法令等

事務事業名 池波正太郎記念文庫管理運営

　

中央図書館

行政計画 事業NO. 計画事業名
事業の開始・終了年度

池波正太郎記念文庫

事
務
事
業
の
概
要

[事業開始]

手段の適切性

3
評
価
の
視
点

評価

3

今後の方向性

改善

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。

一部のイベントでは定員を超える応募があるなど人気は高いので、引き続き周知に努めていく。
また内容によっては、参加者が少ないものもあったため、興味を引くような講座内容・テーマとなる
よう検討していく。

池波作品の文庫本に記念文庫の案内を掲載するなど、マスコミやホームページを積極的に活用し、池波作品の
世界観・記念文庫の事業周知を行った。

講座・講演会において、定員に対して申込者数が6割、参加数者数が5割となったものもあった。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

目的達成度 2

効率性

前回評価から29年度
に改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

9,218

2,700

活動指標

事務事業コスト

(単位：千円)

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 15,610

1,433

8,822

19,335

1,627

46,955

626

46,128

434

99.9%

58

評価の理由

実績

11

24,114

 直接の対象

池波作品に対する人気は依然として高く、ニーズに大きな変化はない。全国から訪れるファンも多く、講座・講演
会の申込者数は、定員を超える状況もみられる。

指導員・専門員により事業目的に即した講師を選定するなど、効果的な事業運営に努めた。

8,345 10,514 9,752
　
　　決算額　(単位：千円)

種　別

9,639

２８年度

成果指標

11,870　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

20,215

7,420

３１年度

目標値

15,098

事業対象
 最終的な対象

一般利用者
同上

52,012

594

２９年度

1,172

920

18,970

2,677

　 池波グッズ等製作委託委託内容
なし

台東区出身の作家、池波正太郎氏の業績や作品の世界を広く伝えるため、同氏の作品に関する資料を
収集、保存、展示するとともに、戦前から現代までの貴重な時代小説を収集、公開する。

53,000

600

入館者数

講座等参加者数

87.0%

72.3%


